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機能の概要
コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメント
のサポート
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機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Supplier Risk この機能は、該当するソリューションを使用しているす
べてのお客様に対して自動的に有効になりますが、お
客様が設定する必要があります。

SAP Ariba Supplier Risk の権限

SAP のコントロールフレームワークによるサプライヤリスクエンゲー
ジメント申請機能もオンにして実装しておく必要があります。

アセスメントを作成するには、[テンプレート作成者] および [SM モ
ジュール式質問事項マネージャ] グループのメンバである必要があり
ます。

コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクト
で使用される内部モジュール式サプライヤ管理質問事項では、タスク
を実行したり質問事項を更新したりすることはできません。また、この
質問事項はサプライヤ 360°プロファイルの [質問事項] タイルに表
示されることもありません。

エンゲージメント申請の作成者は、各サプライヤエ
ンゲージメントのリスクについて証拠を収集して評
価を行うために、リスクを理解して軽減を図る上で
必要な特定のアセスメントを決定する手順を実行し
ます。

サプライヤへのアセスメントの送信は、従来のエン
ゲージメント申請のプロセスでサポートされていま
す。この機能を導入することで、内部アセスメントの
送信も可能となります。このアセスメントでは、内部
ユーザーからエンゲージメント申請に関する証拠を
収集できるため、外部のサプライヤに情報を依頼
する必要がなくなります。

内部アセスメントは、主にサプライヤまたはエンゲージ
メントに関するリスク情報を収集するために、リスクエ
キスパートやプロジェクトオーナーによって使用されま
す。 収集された情報は、エンゲージメントプロジェクト
についてリスクコントロールの有効性を判断するため
に使用することができます。

内部ユーザーは、Ariba Supplier Management フレーム
ワークを使用して内部アセスメントを完了することがで
きます。内部アセスメントには、エンゲージメント申請に
関するアセスメントプロセスのほかの機能 (承認など) 
をすべて利用できます。

バイヤーのお客様は、コントロールベースのエンゲージメントリ
スクアセスメントプロセスの一部として、アセスメントの質問事
項を内部関係者と外部サプライヤ連絡先に送信できるようにな
りました。内部アセスメントによって、各エンゲージメントに関す
る特定のリスクコントロールの有効性を評価できます。これらは
独自の承認プロセスを指定することができ、同じサプライヤに
対する複数のエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトで
再使用できます。
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機能の概要
新機能: エンゲージメント申請の内部アセスメント

ステップ 1: 内部アセスメントが必要なエンゲージメント申請を (サプライヤを選択して、またはサプライヤを指定せずに) 提出すると、エンゲージメントワークフローに
従って「アセスメントの送信」フェーズ全体の処理が行われます。アセスメントの送信を実行すると、内部と外部両方の必要なアセスメントがすべて送信されます。

ステップ 2: [リスクアセスメント] テーブルに、エンゲージメントに必要なすべてのアセスメントが表示されます。[公開対象] 列には、内部と外部どちらのアセスメン
トであるかが示されます。[表示] ボタンをクリックすると、内部アセスメント (モジュール式質問事項) に移動します。

内部アセスメントのモジュール式質問事項の完了:



4CONFIDENTIAL© 2018 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

ステップ 3: 内部アセスメント (モジュール式質問事項) に移動した後は、プロジェ
クトテンプレートで設定されている内部受信者グループのユーザーがアセスメン
トを実行することができます。内部受信者グループが指定されていない場合は、
[編集] ボタンを押すと、自動的にプロジェクトオーナーが割り当てられます。

ステップ 4: 内部アセスメントの編集では、モジュール式質問事項プロジェクトテ
ンプレートにおいてドキュメントの [内容] セクションで作成された質問に回答を
入力することができます。入力後、回答を提出すると、質問事項の承認ステッ
プが開始されます。
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機能の概要
新機能: エンゲージメント申請の内部アセスメント

ステップ 6: コントロールの確認タスクのオーナーが、確認タスク
を開いて内部アセスメントに関する収集済みの証拠を確認し、コ
ントロールが有効かどうかを示すことができます。

ステップ 5: 質問事項が承認されると、コントロールの確認フェー
ズが開始されます。ここで、該当する内部アセスメントに関連付
けられたすべてのコントロールを確認できます。



CONFIDENTIAL

コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェ
クトにおける内部アセスメントの設定
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機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

詳細な機能情報
この機能により、モジュール式質問事項を使用してリスクアセスメントを内部ユーザーに送信する機能が強化されます。
• 特定のユーザーセットに内部受信者グループを割り当てるか、エンゲージメント申請のオーナーに対して自動的にプロジェクトオーナーを割り当てることができます。
• サプライヤを選択してもしなくても、内部アセスメントを送信することができます。注: サプライヤを選択せずに内部アセスメントを送信するには、モジュール式質問事項テンプ

レートでアセスメントを「SR エンゲージメント質問事項の種類」に設定する必要があります。

内部アセスメントのモジュール式質問事項の作成:

ステップ 2: [処理] メニューの [作成] → 
[テンプレート] を使用して、新しいテンプ
レートを作成します。

ステップ 3: [SM モジュール式質問事
項] を選択し、内部アセスメントを作
成します。注: プロジェクトの種類を表
示するには、[SM モジュール式質問
事項マネージャ] グループのメンバで
ある必要があります。

ステップ 1: [作成] メニューを使用して [テンプ
レート] に移動します。
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機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

ステップ 4: 内部アセスメントの名前を指定
します。重要: モジュール式質問事項の名
前は、RiskControlDefinition マスタデータ
ファイルで使用されているアセスメント ID 
と一致している必要があります。

ステップ 6: ドキュメントの [ルール] で [サ
プライヤ管理] セクションに移動し、質問事
項の種類として [内部] を指定します。

ステップ 5: 必須フィールド [質問事項の種類] を設定します。
重要: エンゲージメントのサプライヤを選択せずに内部アセスメントを使用
する場合は、[質問事項の種類] を「SR エンゲージメント質問事項の種
類」に設定する必要があります。



9CONFIDENTIAL© 2018 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

ステップ 7: ドキュメントの [ルール] で [サプ
ライヤ管理] セクションに移動し、質問事項
の種類を [内部] として設定します。

ステップ 6: モジュール式質問事項テンプレート内で、[調査] ドキュメントを作成します。

ステップ 8: ドキュメントの [内容] セクションで、アセス
メントの質問を作成します。
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機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトにおける内部アセスメントのサポート

ステップ 9: [ドキュメント] タブでステップ 1 から 8 までを完了したら、モジュール式質問事項プロジェクトの [チーム] タブに移動します。

手順 11
オプション 1: アセスメントを完了するために特定のユーザーグルー
プ (リスクエキスパート) を割り当てる場合は、内部受信者グループ
にメンバを追加します。

オプション 2: 内部アセスメントプロジェクトに対してエンゲージメント
申請のプロジェクトオーナーが自動的に割り当てられるようにする
には、内部受信者グループを空にしておきます。

ステップ 12: [概要] タブに戻ります。[プロパティ] の [処理] メニューを使用して、モジュール式質問事項を公開します。

ステップ 10: プロジェクトに対し、「内部受信
者」というプロジェクトグループを作成します。
重要: すべての内部アセスメントに対して内部
受信者を作成する必要があります。このグ
ループの名前では大文字と小文字が区別され
る点に注意してください。


